
●講師：徳島大学医歯薬学研究部特任教授（名誉教授）福井 裕行先生 

●コーディネーター：有限会社環境とまちづくり代表（徳島大学客員教授）澤田 俊明先生 

●本講座の目的：花粉症アレルギーのメカニズムと晩茶の効能を学び、国内の花粉症３０

００万人をターゲットとする、上勝町の晩茶づくりの可能性を探ります。 

●会場：福原ふれあいセンター（勝浦郡上勝町福原平間４５－２） 

●定員：２０名（要申込・先着順）※定員に達し次第締め切ります。 

●主催：徳島大学上勝学舎、地域創生センター 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タイムスケジュール 

１８：００ はじめに（開会） 

１８：１０ 講座「花粉症に効く『上勝晩茶づくり』講座」 

講師 福井 裕行 徳島大学医歯薬学研究部特任教授（名誉教授） 

１９：１０ 意見交換 

１９：５０ おわりに（閉会） 

 
日本国内で約三千万人の人が花粉症で困っており約一千万人の人が通院しているといわれています。 

花粉アレルギーの改善には二つの要素があり、１つは抗ヒスタミン薬で、もう 1 つは晩茶で抑制される

ことが、薬学部福井先生グループの研究により科学的に証明されました。本講座では、花粉症に効く『上

勝晩茶づくり』考える講座を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

花粉症に効く 
『上勝晩茶づくり』講座 

 

平成２９年度 徳島大学上勝学舎・地域再生講座（その３） 

平成３０年２月２０日（火） 

18:00～20:00 場所：福原ふれあいセンター 

お申込み・お問い合わせ：徳島大学地域創生課社会貢献係 

徳島市南常三島町１丁目１番地 TEL：088-656-7642  FAX 088-656-9880  
E-mail：chkoukenk@tokushima-u.ac.jp 

 定員 20 名、参加費無料、要申込み 

福井裕行（医学博士） 
ヒスタミンの研究をする中で、東洋

医学、いわゆる漢方で使われる生薬

に注目。生薬の効果を化学（科学）

で裏付け、薬の未来を大きく発展さ

せるための研究に邁進中。 


